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３年次

教　科　名 地理歴史 科目分類

校内科目名 日本史A 対象学年

必履修

科　目　名 日本史A 単　位　数 ２単位

授業担当者 平山　剛大 授業時間 １単位時間　４５分

①オリエンテーションと社会科の基礎
　
②国際環境の変化と幕藩体制の動
揺
　
③明治維新と近代国家の形成
　
④立憲政体の成立と国際的地位の
向上
　
⑤第一次世界大戦と日本
　
⑥第二次世界大戦と日本
　
⑦戦後政治の動向と国際社会
　
⑧経済の発展と国民生活の変化

⑨現代の日本と世界

＜主な評価方法＞
・定期考査（素点）
・小テスト
・出席状況
・授業態度
・特別課題
・提出物

・生徒の理解度や学力、その他の事情等に合わ
せて授業を展開するため、必ずしも上記の計画通
りにならない場合もある。
・日常的に世の中の動きをインターネットやテレビ
のニュース、新聞等でチェックすることを習慣化さ
せる。

定期考査70％、平常点30％

「高等学校　日本史Ａ　新訂版」（清水書院）

・日本の近現代史を総合的に学習する活動を
通して、社会に対して自分の意見を持ち、主
体的に考える力を身につける。
・多様な学習活動の場を設定し、生徒自らが
主体的に学習活動の中で活用できるようにす
る。
・現代社会の様々な課題や地域の伝統文化
を考察する活動を通して、社会に対し主体的
に参画できる関心・意欲・態度を育成する。

・プリントや地図を活用する。
・ＩＣＴ機器を活用する。
・新聞記事等を活用する。


